タイにおける囲碁事情について―タイ囲碁協会創立の経緯から今後の課題まで― by ラッタナセリーウォン センティアン
．背 景

















氏 元 社員（社会貢献（ ）部）、タイ囲碁協会技術管理委員、大
学非常勤講師（囲碁）






















































































り、 学期に 回（年に 回）行われている。大会は基本的に初心者向けの 路盤チーム戦





























は全て 部が担当している。現在、 が主催している常連の国際囲碁大会を つここ
に紹介したい。それは と
である。前者は 年から始まり、 才の少年少女の大会である。 年度にはアジアの
か国から、 人もの選手が参加しており、世界で最も大規模な国際子供大会の一つである
といえる。


































































図 ． 年の 雑誌 図 ． 年の
後、国際囲碁連盟（ ）に登録され、 年に始めてタイ代表（コルサック氏自身）が世界
アマチュア囲碁選手権に出場し、それ以降現在に至るまで毎年欠かすことなく代表を送り込ん
でいる。しかし、 が正式に開場されたのは、 年 月 日のことであった。
当時の囲碁道具、本などの備品はコルサック氏自身が個人の財産によって購入していた。



































タイ囲碁協会委員会が発表した 年度 級テストに関する規則 、 年度入段テ























































図 ． ホットニュース 囲碁の戦略 で死角に追い詰める 年 月 日 ）
自身を有利にするべく、 囲碁 の戦略を用いる。国の運営に関わる部分に味方を続々
配置。国民からの人気を集めるべくさらに指揮官及び部下を送り込む準備。 反対派 に
































































図 年度 のスポンサー ）
うなものか と知るレベルに止まる。しかし、 囲碁を知る 人と 囲碁を楽しんでいる 人
は実質的に全く違う。これからタイ囲碁協会及び囲碁に関連する民間の機関は、どのようにし



































究会論文集 集 韓国 文化研究会（ ）
チャイラスミサック・コルサック（ ） 東洋的 出版
周芸（ ） 棋国手史金帛 “棋” 无 的人生 三峡日
森本孝高（ ） 目覚しい成長に、沸くタイ囲碁界 週刊碁
